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日本列島は4枚のプレートが衝突する位位にあり .世界中に起こ った地震の約 10%は我が図とその周辺で発生してい
る。このため地盤は多くの力を受け，亀裂や断層が発達している。さらに地形が急峻であり ，台風の常E基地帯でもある。
従って地盤は豪雨による浸食や風化の進行がしやすい状況にある。
このような我が国において.町度経済成長期に多くの道路が造られ.切土法面は安定化対策としてコンクリートやモ
ルタJレ吹付け工が多く見られるようになった。しかし j也!iI 気象状況が厳しいため，構造物自体の老朽化平背面地山
の劣化の進行が早い。そのため.全国の道路法聞には. r要対策筒ifJおよび「要点検箇所(カルテ対応)Jが合計約
180，000箇所(平成 19年3月現在)存在する。そのうち未対策として残されている道路法而は約 65，000箇所である。近
年， 崩落事故も生じており ， 道路管理者への責任を追求される lJ~例
も発生している。
11.闘志間
これに対して国平地方自治体等の道路管理者は.財政状況が悪化
する中で，老朽化法面を主;こ目視による道路防災点般や巡回等を定
期的に実施することにより対応しているのが現状である 13.
道路法聞を維持管理するための調査として，コンジ')ート吹付け
工の表面を対象と Lた熱赤外線映像法探査や打管探査，背I目j也山を
対象とした弾性波探査.屯気電磁探査が検討されている削が。系
統的な検討がなされる事例が少なく ，~Iii性波探査を用いた手法に限
ってもさまざまな方法があり，共通するフィールドでの比較検討試
験が実施される例は少ない.
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本論文は.悶道 42号の同一法商を対象に各舶の物理探査手法を使
用した実証実験哨}の中から， !;j・性波探査を用いた法面調査結果を報
告し，弾性波探査手法の法面地全性評価への適用性について般討した
ものである。
2.弾性波探査手法の選定 、失〉チ..~:'~->;':'Ã :aJl.
筆者らは，弾性波を用いたm査手法の適用試験を実施するにあた
り.地質調査に用いられることが多い，屈折法9単位波探査.反射法
地震探査，および高密度表面波探査の 3手法を選定した。これらの
手法について以下に概説する。
2.1屈折法弾性波探査
屈折法弾性波探査 (持性波探査，屈折法地震m査)は 地表でカ
ケヤ叩き等によって人工的に弾性波(P i庄または5波)を発生させ
地下の速度の異なる境界面を廊折Lて伝婚する屈折波を測定するこ
とにより，地下の速度構造を求める手法である(図ー1)。
2.2反射法地震保査
反射法地震探査 (反射法探査)は3 地表でカケヤ叩き等によ って
人工的に!;ji性波 (p波またはs波)を発生させ その弾性i庄が地中
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医1-3ii~~密度表商法探査の測定概念
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